
小学校等における特別支援教育研究
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1. 授業の概要（ねらい）
　学校教育法など法的位置付けから特殊教育と特別支援教育の違いなどを整理し、特別支援教育の流れとキーポイント
を理解する。
　授業の中心は、小学校等の特別支援教育に関する今日的課題を整理するとともに、望ましい支援の実現に向けての具
体的な検討を行う。特に個人・グループワーク協議を中心に進める。
　特に、B類学生については、これまでの指導経験をまとめ、発表を通して、指導助言する力量を身につける。

2. 授業の到達目標
　幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における特別支援教育の推進を図るために、特別支援学校のセン
ター的役割や、各学校における特別支援教育推進のための校内委員会・特別支援教育コーディネーターの役割と連携の
基本的な事項を理解するとともに、特別支援教育コーディネーターとして必要な技能を習得する。
　＜A類学生＞
　　・学校教育法第８章全般と特に第81条、また学校教育法施行規則第140条の規定を理解し、スクールリーダーとし
て、小学校等における特別支援教育を推進するために必要な知識や技能を習得する。
　＜B類学生＞
　　・学校教育法第８章全般（特に第74条と第81条）、並びに学校教育法施行規則第140条の規定を理解した上で、ス
クールリーダーや地域コーディネーター、巡回相談員として必要な知識と技能を習得する。

3. 成績評価の方法および基準
　出席と授業への取り組みの態度　２５％
　グループワークやディスカッションへの取り組み状況　２５％
　発表およびレポート等　５０％　により総合的に評価。

4. 教科書・参考文献
教科書
　特定のテキストは使用しない。
参考文献
吉田昌義他編著　通常の学級におけるつまずきのある子の学習支援と学級経営　東洋館出版社
東京コーディネーター研究会編　高機能自閉症・ADHD・LDの支援と指導計画　ジアーズ教育新社

5. 準備学修の内容
　１　授業の復習を行い、疑問点や新たな課題などについて調べ、追究して欲しい。
　２　児童が書き写しても良い楷書で書くようにする。

6. その他履修上の注意事項
　１　障害のある幼児児童生徒、及び障害者に関するテレビ番組、新聞記事に関心をもってほしい。
　２　ボランティア活動、学習指導補助、学校行事の支援などを通して、できる限り障害児と関わる機会を設けて欲しい。

7. 授業内容
【第１回】 　特殊教育と特別支援教育①（講義）

　学校教育法、学校教育法施行令、学校教育法施行規則における特別支援教育について、歴史的な変遷とその背
景を理解する。

【第２回】 　特殊教育と特別支援教育②（講義）
　改正された学校教育法第８章全般（特に第74条と第81条）、学校教育法施行規則140条の規定内容について
理解する。

【第３回】 　特殊教育と特別支援教育③（個人ワークによる演習）
　・A類学生は、特別支援教育にかかる学校教育法の改正前と改正後整理する。
　・B類学生は、特別支援教育にかかる学校教育法の改正前と改正後整理するとともに、改正の背景などを理解す
る。

【第４回】 　特殊教育と特別支援教育④（前回に続き個人ワークによる演習）
　・A類学生は、特別支援教育にかかる学校教育法の改正前と改正後整理する。
　・B類学生は、特別支援教育にかかる学校教育法の改正前と改正後整理するとともに、改正の背景などを理解す
る。

【第５回】 　特殊教育と特別支援教育⑤（協議）
　B類学生の司会により、個人ワークから理解した特別支援教育の考え方と法的な関係について協議する。

【第６回】 　特別支援教育コーディネーター（幼・小・中・高等学校、特別支援学校）の役割と課題①（講義）
　平成15年度から開始された特別支援教育コーディネーターについて、その背景や特別支援学校のセンター的役
割について、現状と課題を理解する。

【第７回】 　特別支援教育コーディネーター（幼・小・中・高等学校、特別支援学校）の役割と課題②（演習）
　・A類学生は、小・中学校と特別支援学校の特別支援教育コーディネーターの地域ネットワークについての構想を
検討する。
　・B類学生は、小・中学校と特別支援学校の特別支援教育コーディネーターの地域ネットワークについての構想を
検討する。特に、地域の社会資源との関連を明らかにしていく。

【第８回】 　特別支援教育コーディネーター（幼・小・中・高等学校、特別支援学校）の役割と課題③（協議）
　B類学生の司会により、作成したネットワークの意義と課題について協議する。

【第９回】 　特別支援教育コーディネーター（幼・小・中・高等学校、特別支援学校）の役割と課題④（協議）
　・A類学生は、校内委員会や校内研修における事例検討のロールプレイを体験する。
　・B類学生は、校内委員会や校内研修における事例検討のロールプレイを体験するとともに、事例検討がスムー
ズに進むためのポイントを理解する。

【第10回】 　特別支援教育コーディネーター（幼・小・中・高等学校、特別支援学校）の役割と課題⑤（協議）
　B類学生の司会により、前回のロールプレイから学んだ事例検討の在り方を整理する。



【第11回】 　学校コンサルテーションの意義（講義）
　幼・小・中・高等学校における、学校コンサルテーションの在り方について理解する。

【第12回】 　学校コンサルテーションの実際①（講義・演習）
　特別支援学校の地域支援コーディネーター、あるいは巡回相談員を想定して、活動や連携の内容を学ぶ。

【第13回】 　学校コンサルテーションの実際②（協議・演習）
　A・B類学生　特別支援学校の地域支援コーディネーター、あるいは巡回相談員を想定して、事例をもとに記録の
取り方を学ぶ。

【第14回】 　学校コンサルテーションの実際③（協議・演習）
　・A類学生は、事例をもとに学校コンサルテーションのロールプレイを体験する。
　・B類学生は、事例から小中学校等における適切なコンサルテーションの在り方を理解する。

【第15回】 　まとめ
　これまでに学んだことを元に、各自、幼・小・中・高等学校等における特別支援教育の推進に必要な要素について
まとめる。


